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卸3し蒔特発獺会‘糊三三言藩贈

：L　日　時

2．場　所

3，『c　静

略和4B年6月6日㈱

牛後2時ζ一4時

字由陶二三三会会議室

1繍催専門家パネルについて

　　　．4．　質’科

　　　　　　　委13一ゴ第・2画袖齢鹸齢‘糊会訓
　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　畿事婁冒’

　　　　　　　委ユ3－2エMG・・第r噸催專Fヨ家バネノレ瀦

　　　　5．出席者
●　　　　　　　宇齢搬員会　　，．　山．県昌夫
　　　　　　　　　　“．．　∫”岱　 吉誠雅夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　ニトヒ　　　　　　　　　　4．．　　’　　八藤果堰
　　　　　　設明者
　　　　　　　繍鶴子鰍研究所纏航瀦張木村小マ
　　　　　　関係省庁酸負等　τ　　，，　　”　　　　　「　’　、

　　　　　　　勲省大回旧事富　．佐1轍轟）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　鋤舗灘騨官’高‘懸講）

　　　　　　　・三省工號麟織’・一塚本保雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　‘代理：吉田）

　　逓趨省重工葉局次長’　　　北村昌敏　π
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c代壇：相馬）

　　気象齢横長　　b問　領
　’　　　　　一　　　’　，　　唱　　．　1代壌：高谷う

　　虚血騰技鯵弊’宮‘搬田軍）　●

囎蜥礁盛鵬企画課蹄・元・舶也

6．譲事一興

・（1）前圓毒事：要旨についで

　　　第・細拙繰漆負秀1定例嬢）誇三瀟響旨が搬替

　　た。

（2）海事平野門家バネィレについて

　　　木村小一→電子航法研究所衛星航法部長から、三智糞．エ3一・

　　2’「エ・鵬喚2齢臓醒専門卿ぐネノ畷告」匝かて

　　翻が賜われた嘩・一以下の縦｝塗扇が徹われた・　’

1山県蓮鵜邸媚離どう逝やるのか・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

木村：、ま輝とまつ嬬えはないq　　，
　山県：溌事衛星は仏が中心になっているのか。

　木村：ヨー・ツパサイドは皆熱心である・

藤いわゆる公衆瀦と鋼4糸はどう胤るか・飾臼本で

　　　は●工nve8七mbn七の主体はどこ〃ζなるの力始

木村：・まだ紛舗されて旧い・わが1鉦トての方針碑急

　　　に検討する必要があると＝考え℃いる。

蛛3国際的には町回齢先行しているよう．燃技繍

　　　な検討も必要なのではないか。　’

　　　　＼　　　　　　　　　、、
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9

：木村：三三のところ紺櫓三三が％決だと考えちれている。・

八藤：いっかは、’わが因も海事循星は必要と判断しているのか。

層木村：研究所としては、既存⑳システムにどのように衛星システ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　ムを楓み合わせるべきか苦隊してφる。、
　　　　　　し　　　　　　　　ノ
ノ縣：INTE冬SA田との嫌聯育誕されなかった¢）か・

木村：米国は新磯輩の1曾位に反対しており、インテルサットの酒

　　炉も考恐し℃いるとのことであった。

丞曝：航空衛星と海事衛星とを分けようという考えか。　　　’

木村：そのと，お）である。・
　　　　　　　　ロ　　　　　

田県：海學鯉については・『日苅≦簡磁分野が非常に広いので連

　　輪省としても換討を急いでほしい。’．

　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　■　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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